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人口５０００人の維持確保を
新年度の予算をチェック
６人の議員が町政を問う
「令和」に踏み出す議会の取り組み
町の取組みを今後も検証
知りたい！聞きたい！
今、旅立ちのとき　　
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＊月山志津温泉新源泉掘削等補助
＊月山リフト新設可能性調査委託

＊新たな森林管理システム意向調査等委託
＊森林環境譲与税基金積立 ＊大会実行委員会負担金 ＊子育て支援医療給付

【観光施設管理整備事業６８７３万円】 【新たな森林管理システム推進事業６００万円】 【全国中学生カヌー競技大会１２５０万円】 【子育て支援医療費給付事業１８７３万円】
観光地「月山」のブランド化に向けた各
種施設整備を図る。

森林経営管理法施行に伴う民有林管
理体制の整備を図る。

平成28年以来３年ぶりとなる中学生カヌー選手
による全国大会を開催する。その運営にあたる
実行委員会を組織し、町が負担金を支出する。

子育て環境の整備を図るため、医療費の助
成対象を高校生まで拡大し、子育て支援サー
ビスの充実化を図る。

３月
定 例 会

平成31年度一般会計予算

48億3000万円の予算を可決
歳入 歳出

一般会計一般会計町税
15.2％
町税
15.2％

地方交付税
（国からの普通交付税、
　特別交付税）
43.5％

地方交付税
（国からの普通交付税、
　特別交付税）
43.5％

国庫支出金
（国からの補助金等）6.4％
国庫支出金
（国からの補助金等）6.4％

県支出金 （県からの補助金等）5.6％県支出金 （県からの補助金等）5.6％

維持補修費
3.2％
維持補修費
3.2％

物件費（物品購入）18.1％物件費（物品購入）18.1％
その他
8.1％
その他
8.1％

繰入金（基金からの繰入）　
15.4％
繰入金（基金からの繰入）　
15.4％

繰出金（特別会計、企業会計への支出）8.6％繰出金（特別会計、企業会計への支出）8.6％
その他 2.1％その他 2.1％

人件費
19.1％
人件費
19.1％ 公債費（借金返済）

13.2％
公債費（借金返済）
13.2％

義務的経費37.2％義務的経費37.2％

投資的経費
11.2％
投資的経費
11.2％

扶助費 4.9％扶助費 4.9％

災害復旧事業1.2％災害復旧事業1.2％

負担金補助金等
19.3％
負担金補助金等
19.3％

町債（借入金）　5.8％町債（借入金）　5.8％

普通建設事業
10.0％
普通建設事業
10.0％

畜産クラスター事業、
小学校施設整備事業
ほか５事業

30年度繰越事業
　　5億184万円

のぞみをつなぎ
  未来を展望できる観光施設整備

地域再生につながる
　　　森林資源の保全と有効活用

全国中学生カヌー競技大会を
　　　　 西川町「月山湖」で開催

医療費の個人負担無料化を
　　　　　　　　高校生まで拡大

特 別 会 計 企業会計

前年度より2億1300万円減

国 民 健 康 保 険 国 民 健 康 保 険
大井沢歯科診療所 公共下水道事業 農業集落排水事業 病 院 事 業

5 億 7477 万円
( 3.5％減 )

363 万円
( 1.0％増 )

1 億 8032 万円
( 4.4％増 )

2735 万円
( 1.9％増 )

7 億 5192 万円
( 1.9％減 )

寒河江ダム周辺
施 設 管 理 事 業 後期高齢者医療 介 護 保 険 宅 地 造 成 事 業 水 道 事 業

390 万円
( 1.3％減 )

8543 万円
( 7.2％減 )

7 億 3371 万円
( 1.0％減 )

1459 万円
( 増減なし )

3 億 901 万円
( 14.2％減 )

※（　）は前年度比全会計予算を全員賛成で可決しました。

　

平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
３
月
４
日
か
ら
13
日
ま
で
の
10
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
31
年
度
各
会
計
予
算
（
10
会
計
）
の
ほ
か
条
例
改
正
、

補
正
予
算
な
ど
29
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
７
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

こ
の
予
算
に
注
目
！

直
面
す
る
課
題
に

　
町
は
ど
う
挑
む
の
か

　

本
定
例
会
に
お
け
る
町
長
の

施
政
方
針
で
は
、
第
６
次
総
合

計
画
「
キ
ラ
リ
☆
月
山　

健
康

　

元
気　

に
し
か
わ
」
の
前
期

の
取
組
み
を
ふ
ま
え
、
後
期
基

本
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
そ

の
最
重
要
目
標
「
定
住
人
口
維

持
確
保
」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
近
年

の
危
機
的
な
人
口
減
少
に
加
え
、

急
速
な
高
齢
化
、
企
業
撤
退
等

に
よ
る
産
業
の
衰
退
な
ど
、
本

町
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
対

応
し
、
５
年
先
、
10
年
先
の
未

来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
町

政
運
営
を
展
開
し
て
い
く
た
め

に
、
次
の
重
点
施
策
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

１　

全
国
に
誇
れ
る
健
康
長
寿 

　

の
ま
ち
づ
く
り

２　

活
気
づ
く「
農
」・「
林
」業

　

の
推
進

３　

の
ぞ
み
を
つ
な
ぎ
、
未
来

　

を
展
望
す
る
「
人
・
商
工
観

　

光
業
」
の
創
造

４　

保
小
中
一
貫
教
育
の
更
な

　

る
推
進

５　

移
住
定
住
対
策
と
地
域
づ

　

く
り
・
人
づ
く
り

　

さ
ら
に
町
長
は
、
困
難
な
状

況
か
ら
決
し
て
目
を
背
け
る
こ

と
な
く
、
諸
課
題
に
全
力
で
立

ち
向
か
う
と
い
う
意
志
を
示
し
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継
承
し

つ
つ
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
町
を
築
く
た
め
、
今
ま
で

以
上
に
積
極
果
敢
な
町
政
運
営

に
努
め
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し

た
。議

会
と
し
て

　
ど
う
対
応
す
る
の
か

　

持
続
可
能
な
町
で
あ
る
に
は
、

人
口
５
０
０
０
人
の
維
持
確
保

が
絶
対
条
件
だ
と
言
え
ま
す
。

様
々
な
課
題
が
連
鎖
的
に
マ
イ

ナ
ス
の
方
向
へ
と
回
っ
て
い
る

よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
の
は
、

並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

議
会
と
し
て
は
、
町
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
行
動

し
、
そ
の
総
意
を
町
に
対
し
て

積
極
的
に
提
案
す
る
取
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
や
し

き
た
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
執
行

権
者
で
あ
る
町
に
対
し
、
決
定

権
者
と
し
て
の
議
会
と
い
う
自

覚
を
持
ち
、
と
も
に
町
政
運
営

の
両
輪
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

～新しい時代の町政運営とは～

５０００人の維持確保を
 町の最重要目標に！
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館
」に
つい
て
、設
置
及
び
管
理
等

に
関
す
る
条
例
を
新
た
に
制
定

す
る
。　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

☆
か
わ
ど
い
亭
条
例
の
設
定

　

旧
川
土
居
小
学
校
校
舎
の
１

階
を
整
備
し
31
年
度
に
オ
ー
プ

ン
す
る
農
山
村
交
流
施
設
に
つ

い
て
、「
か
わ
ど
い
亭
」と
し
て
設

置
、管
理
す
る
た
め
の
条
例
を

制
定
す
る
。　
　
（
全
員
賛
成
）

☆
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例

　

の
設
定

　

31
年
度
よ
り
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
間

伐
や
人
材
育
成
、
担
い
手
の
確

保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及

３月
定 例 会

補正予算関係議案及び審議結果　
議案番号 件名と主な内容 議決結果

承認第1号
30 年度一般会計補正予算（第 7 号）

　５４億２９３７万４０００円（5000 万円追加）
　【土　木　費】町道除雪委託　　　　　　　　　　5000 万円

可決 全員賛成

議第15号

30 年度一般会計補正予算 ( 第 8 号 )
　５５億７２１０万１０００円（1 億 4272 万 7000 円追加）
　※人事異動に伴う給与等の経費組替えのほか主な支出は以下のとおり。
　【総　務　費】ふるさと納税対策事業          　▲ 1435 万 9000 円
　　　　　　　　　ふるさとづくり基金積立          ▲ 6503 万円
　　　　　　　　　県議会議員選挙費                        194 万 2000 円
　【民　生　費】プレミアム付商品券事業                 65 万 7000 円
　　　　　　　　　子育て支援医療給付事業 ( ｼｽﾃﾑ改修等 )  61 万 3000 円
　【衛　生　費】病院事業会計繰出金                    1700 万円
　【農林水産費】原地内サイフォン管改修工事        2420 万円
　　　　　　　     畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業補助金
　　　　　　　    （畜産クラスター事業に伴う）   2 億 4969 万 9000 円
　【商　工　費】企業支援事業補助金                       80 万円
　【土　木　費】町道除雪委託                             5000 万円
　【災害復旧費】土木施設災害復旧工事               ▲ 400 万円
　　　　　　　     農業施設災害復旧工事               ▲ 858 万 6000 円
　【 諸 支 出 金 】地域福祉基金積立                         101 万 2000 円
　　　　　　　　　※入間地域資源保全会より 1 万 2000 円の寄附
　　　　　　　　　※㈱福寿館より 100 万円の寄附

可決 全員賛成

議第16号

30 年度国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号）
　６億２９８６万円（87 万 1000 円追加）
　【 諸 支 出 金 】償還金及び還付加算金の返納金        49 万 9000 円
　【繰　出　金】町立病院医療機器等整備事業費補助分繰出金  37 万 2000 円

可決 全員賛成

議第17号
30 年度介護保険特別会計補正予算（第 3 号）
　７億３６３５万２０００円（1560 万 6000 円減額）
　※実績見込みに伴う各種保険給付費等の増減による。

可決 全員賛成

議第18号

30 年度病院事業会計補正予算（第 3 号）
　７億１９７１万９０００円（既決予定額増減なし）
　　医業収益 1700 万円（入院収益 500 万円、外来収益 1200 万円）を
　　減額し、医業外収益 1700 万円（他会計負担金：不採算分）を増
　　額する。

可決 全員賛成

☆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員
の
選
任

　

澁
谷　
健
悦
さ
ん（
大
井
沢
）

　

平
成
31
年
４
月
17
日
で
任
期

満
了
の
た
め
引
き
続
き
選
任
す

る
。　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

佐
藤
登
紀
子
さ
ん
（
入
間
）

　

平
成
31
年
６
月
30
日
で
退
任

す
る
佐
藤
正
子
さ
ん
の
後
任
と

し
て
推
薦
す
る
。（
全
員
賛
成
）

☆
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定

　

朝
日
連
峰
に
至
る
重
要
観
光

路
線
で
あ
る
町
道
根
子
川
線
に

議
会
と
し
て
同
意

つ
い
て
、
31
年
度
か
ら
日
暮
沢

小
屋
わ
き
に
駐
車
場
整
備
を
行

う
こ
と
、
さ
ら
に
、
災
害
時
の

復
旧
や
交
通
開
放
を
速
や
か
に

行
う
た
め
、
終
点
を
日
暮
沢
小

屋
ま
で
延
長
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

　

の
策
定

　

志
津
温
泉
掘
削
及
び
志
津
会

館
の
整
備
の
財
源
と
し
て
辺
地

対
策
事
業
債
を
活
用
す
る
た
め
、

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特

別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す

る
。　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の

給
料
月
額
を
31
年
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ

10
％
、
５
％
、
３
％
削
減
す
る

た
め
改
正
す
る
。

（
賛
成
７
、
反
対
２
／
宮
林
昌

　

弘
、
大
江
広
康
）

☆
歴
史
文
化
資
料
館
条
例
の
設
定

　

旧
川
土
居
小
学
校
校
舎
の
２

階
と
３
階
を
整
備
し
31
年
度
に

オ
ー
プ
ン
す
る「
歴
史
文
化
資
料

啓
発
等
の
森
林
整
備
及
び
そ
の

促
進
に
係
る
財
源
に
充
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
基
金
と

し
て
積
み
立
て
、
活
用
す
る
た

め
の
条
例
を
制
定
す
る
。　
　

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
時
間

外
労
働
に
関
し
必
要
な
事
項
を

規
則
で
定
め
る
た
め
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
西
川
小
学
校
冷
房
増
設
工
事

　

請
負
契
約
の
締
結

　

６
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

の
結
果
、
次
の
と
お
り
契
約
を

締
結
す
る
。　

（
全
員
賛
成
）

契
約
金
額　
　

９
９
３
６
万
円

契
約
の
相
手
方　

㈱
佐
藤
建
設

☆
ね
た
き
り
老
人
及
び
重
度
障

　

害
者
介
護
者
激
励
金
支
給
条

　

例
の
一
部
改
正

　

激
励
金
の
支
給
対
象
者
の
要

件
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
激

励
金
の
支
給
金
額
（
年
額
）
を

１
万
円
か
ら
３
万
円
に
引
き
上

げ
る
た
め
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
町
立
病
院
及
び
町
立
診
療
所

　

使
用
料
、
手
数
料
条
例
の
一

　

部
改
正

　

手
数
料
等
の
一
部
を
、
消
費

税
の
税
率
改
正
並
び
に
近
隣
の

病
院
の
実
態
等
に
即
し
て
定
め

る
た
め
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　

例
の
一
部
改
正

　

厚
生
労
働
省
所
管
の
「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
支
援
員
の

資
格
要
件
を
変
更
す
る
た
め
改

正
す
る
。　
　

（
全
員
賛
成
）

※
本
町
の
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
は
文
部
科
学
省
所
管
の
事
業

の
た
め
該
当
し
な
い
。

☆
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

消
費
税
の
税
率
改
正
に
伴
い
、

町
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
を

11
・
９
％
か
ら
８
・
２
％
に
引

き
下
げ
る
た
め
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　

部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
に
係
る
資

産
割
を
廃
止
す
る
た
め
改
正
す

る
。　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
水
道
分
担
金
徴
収
条
例
等
の

　

一
部
改
正

　

消
費
税
の
税
率
改
正
に
伴
い
、

給
水
装
置
分
担
金
や
使
用
料
、

手
数
料
等
に
か
か
る
消
費
税
の

税
率
を
10
％
に
引
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
規
定
の
整
備
を
図
る

た
め
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者

　

の
配
置
基
準
及
び
資
格
基
準

　

並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の

　

資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正

　

水
道
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
い
、

布
設
工
事
監
督
者
の
資
格
要
件

を
変
更
す
る
た
め
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

全
議
案
を
可
決

▲ 5月1日にオープンする
「歴史文化資料館」と「かわどい亭」

【手数料等改正のあらまし】
区　　分 改正前 改正後

診断書料 (1 通 ) 1,500 円 2,000 円

死体処理料(1体) 1,000 円 3,000 円

洗濯機使用料 1回 150円
別に
定める衣類乾燥機使用料 1回 100円

電気器具持込料
電気料相当額
で別に定める

㈱福寿館：奈良県橿原市に本社を置き、同県と大阪府に計３つの飲食店を展開する会社。
　　　　　本町の吉川地区にある直営牧場（牛舎）で黒毛和牛を飼育している。
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予算を
審査しました

　

平
成
31
年
度
予
算
審
査
に
か

か
る
予
算
特
別
委
員
会
（
議
長

を
除
く
９
名
で
構
成
）
を
、
３

月
４
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
り

開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の

と
お
り
で
す
。

総
務
課
所
管

役
場
日
直
業
務
の
委
託

近
隣
市
町
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
委

託
先
は
ど
こ
か
。

近
隣
市
町
で
は
委
託
を
実

施
し
て
い
る
。
業
務
内
容

を
考
慮
し
、
委
託
先
は
警
備
会

社
を
候
補
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
の
活
動
と
設
備

小
型
ポ
ン
プ
が
７
台
し
か

な
い
。
こ
の
台
数
で
林
野

火
災
や
遠
地
火
災
に
対
応
で
き

る
の
か
。

山
間
地
を
多
く
抱
え
る
町

と
し
て
、小
型
ポ
ン
プ
の

あ
り
方
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

人
口
減
少
に
よ
り
消
火
栓

の
維
持
管
理
も
大
変
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
あ
り
方

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

消
火
栓
は
町
内
に
２
８
９

基
あ
り
、初
期
消
火
の
際

の
重
要
な
設
備
で
あ
る
。そ
の

移
設
や
新
設
は
毎
年
の
地
域
づ

く
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
要
望

を
聞
き
、現
地
調
査
を
し
て
対

応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
岳
遭
難
対
策

捜
索
隊
員
72
人
の
う
ち
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
。
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

仕
事
の
都
合
で
活
動
に
出

ら
れ
な
い
方
も
お
り
、
声

を
か
け
て
可
能
な
方
に
お
願
い

し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

政
策
推
進
課
所
管

空
き
家
対
策

空
き
家
購
入
へ
の
50
万
円

の
補
助
に
は
ど
う
い
う
要

件
が
あ
る
の
か
。

県
や
町
の
移
住
・
定
住
窓

口
へ
の
相
談
が
前
提
と
な

る
。
そ
の
他
に
も
様
々
な
要
件

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
制
度
化
を

考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

今
年
も
予
算
額
が
２
万
円

と
少
な
く
、
作
品
の
出
来

栄
え
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
取
組
み
の
方
向
性
は
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｃ
Ｍ
作
品
を
ま

と
め
て
町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

Ｃ
Ｍ
制
作
は
、
町
の
情
報

戦
略
を
確
立
し
、
効
果
的

に
事
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
作
品
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
、

ご
意
見
を
参
考
に
Ｐ
Ｒ
に
活
用

し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金

寄
附
金
収
入
に
対
し
返
礼

品
等
の
支
出
が
あ
る
。
町

に
残
る
の
は
ど
れ
く
ら
い
の
割

合
か
。今

年
度
以
降
は
34
～
37
％

が
残
る
と
考
え
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

年
間
で
５
万
件
の
ア
ク
セ

ス
が
あ
る
と
は
い
え
、
見

づ
ら
い
。
行
っ
て
み
た
い
と
思

わ
せ
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
、
移

住
、
定
住
に
つ
な
が
ら
な
い
。

別
の
業
者
に
委
託
す
る
な
ど
の

考
え
は
な
い
か
。

移
住
、
定
住
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
別
に
作
っ
て
い

る
。
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
や
見
せ
方
を

考
え
な
が
ら
見
直
し
を
図
る
。

３月
定 例 会
予算特別委員会

しっかり

答 問問

答

答答答

答答

問 問

問 問

問問

ま
ち
づ
く
り
応
援
団

交
流
委
員
会
運
営
補
助
の

交
付
先
は
ど
こ
か
。
そ
の

運
営
の
内
容
は
町
民
に
も
知
ら

せ
る
べ
き
で
な
い
か
。

町
民
12
名
で
構
成
す
る
交

流
委
員
会
で
あ
る
。
総
会

並
び
に
運
営
内
容
は
で
き
る
だ

け
町
民
に
分
か
り
や
す
く
し
て

い
き
た
い
。

応
援
団
の
方
々
と
の
交
流

会
に
は
意
義
が
あ
る
。
町

の
芸
術
文
化
な
ど
を
披
露
で
き

る
催
し
に
で
き
な
い
か
。

交
流
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
を
参
考
に
対
応
を

検
討
し
た
い
。

月
山
ジ
オ
パ
ー
ク

今
年
も
認
定
に
な
ら
な
い

場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

い
か
な
る
結
果
で
も
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
を
生
か

し
た
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
に
活
用

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

里
山
社
会
・
文
化
研
究
所

町
内
研
究
員
募
集
の
話
は

ど
う
な
っ
た
の
か
。

募
集
は
行
な
っ
て
い
な
い
。

よ
り
実
践
的
な
課
題
解
決

型
の
動
き
が
で
き
る
よ
う
見
直

し
を
し
て
い
る
。
今
後
の
協
議

の
中
で
対
応
を
進
め
る
。

町
民
税
務
課
所
管

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

カ
ー
ド
を
作
っ
た
町
民
は

ど
れ
く
ら
い
い
る
か
。

30
年
12
月
１
日
現
在
の
交

付
枚
数
は
４
７
０
枚
、
人

口
総
数
に
対
す
る
交
付
率
は

８
・
５
％
に
な
っ
て
い
る
。

衛
生
組
合
活
動

衛
生
組
合
長
の
主
な
仕
事

の
内
容
は
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管

理
や
不
法
投
棄
の
見
回
り

等
で
あ
る
。

産
業
振
興
課
所
管

西
山
杉
利
活
用

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
が
作
ら
れ
た
と
報
告

が
あ
っ
た
。
西
山
杉
の
Ｐ
Ｒ
の

た
め
役
場
正
面
玄
関
に
展
示
し

て
は
ど
う
か
。

役
場
ロ
ビ
ー
に
展
示
す
る

予
定
で
あ
る
。

仁
田
山
放
牧
場

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

を
組
織
し
、
福
寿
館
と
提

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的

に
は
一
民
間
企
業
の
事
業
に
税

金
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
う
。
そ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

仁
田
山
放
牧
場
は
西
川
牛
、

ひ
い
て
は
西
村
山
の
酪
農

を
支
え
る
拠
点
と
し
て
50
年
に

わ
た
る
歴
史
が
あ
る
。
モ
ウ
モ

ウ
ま
つ
り
も
風
物
詩
的
な
イ
ベ

ン
ト
に
定
着
し
、
そ
れ
を
支
え

る
こ
と
に
福
寿
館
の
協
力
を
得

ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
放
牧
場

の
全
体
的
な
保
全
を
し
て
、
幅

広
い
農
業
を
支
え
る
。

商
工
観
光
課
所
管

教
育
旅
行

受
入
体
制
に
つ
い
て
、
難

し
い
現
状
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
受

入
れ
が
激
減
し
て
い
る
。

今
後
は
、
小
規
模
校
や
企
業
研

修
、
大
学
の
ゼ
ミ
等
の
受
入
れ

で
支
援
し
て
い
く
。

　

民
宿
は
、
後
継
者
や
高
齢
化

の
問
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
寄

り
添
い
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

旧
大
井
沢
小
中
学
校
を
活

用
し
た
自
然
教
育
学
習
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
は
あ
る
の
か
。

実
際
に
旧
校
舎
の
整
備
を

し
て
、稼
働
し
た
時
に
人

が
来
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
非

常
に
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
る
が
、
成
果
が
得
ら

れ
て
い
な
い
。
地
域
文
化
や
生

活
文
化
な
ど
と
自
然
学
習
と
を

組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

体
験
者
を
増
や
し
た
い
と
い
う

考
え
で
い
る
。

山
形
百
名
山
「
天
狗
山
」

県
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が

わ
か
り
に
く
い
。看
板
を

設
置
し
て
ほ
し
い
。

看
板
は
町
の
イ
メ
ー
ジ
づ

く
り
に
つ
な
が
る
。政
策

推
進
課
な
ど
と
も
連
携
し
な
が

ら
進
め
る
。

月
山
山
菜
そ
ば

組
合
の
会
員
数
及
び
今
後

の
方
策
は
。

現
在
17
会
員
で
あ
る
。大

変
好
評
で
あ
り
、今
後
も

郷
土
食
と
し
て
推
進
し
て
い
き

た
い
。

答答

答答答 問問問

答答答 問問問

問問

答答 問問

答答答 問問

▲ 「西山杉の家　基本モデル」
のミニチュア

▲

初
期
消
火
の
重
要
な
設
備
で
あ
る

消
火
栓

展示中!
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回
が
区
切
り
に
な
る
と
理
解
し

て
い
る
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

結
婚
推
進
員
を
２
人
増
や

し
、
活
動
報
奨
金
も
２
万

円
と
し
た
。
仲
介
報
奨
金
も
増

額
し
て
は
ど
う
か
。

仲
介
報
奨
金
は
結
婚
推
進

員
だ
け
で
な
く
一
般
の
町

民
の
方
も
対
象
と
し
て
い
る
が
、

周
知
不
足
と
考
え
て
い
る
。
金

額
も
大
事
だ
が
、
31
年
度
は
婚

活
の
た
め
の
自
分
力
Ｕ
Ｐ
の
事

業
に
重
点
を
置
く
と
い
う
こ
と

で
予
算
組
み
を
し
て
い
る
。

答 問

子
育
て
応
援
米

受
け
取
り
を
辞
退
し
た
世

帯
に
は
、
う
ど
ん
な
ど
代

替
品
を
給
付
し
て
は
ど
う
か
。

３
５
６
世
帯
の
う
ち
３
世

帯
が
辞
退
さ
れ
た
。
代
替

品
は
検
討
し
た
い
。

建
設
水
道
課
所
管

融
雪
遅
延
対
策
補
助

補
助
金
の
交
付
に
は
、
町

が
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

し
た
時
や
、
過
去
10
年
間
の
平

均
を
上
回
る
雪
が
降
っ
た
時
と

い
う
要
件
が
あ
る
が
、
以
前
か

ら
地
区
に
よ
っ
て
状
況
が
異
な

る
と
言
っ
て
き
た
。
現
在
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

補
助
要
綱
の
変
更
は
な
い

が
、
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
当
年
の
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
て
い
た

も
の
を
新
年
度
の
予
算
で
対
応

す
る
こ
と
に
し
た
。
春
の
作
付

け
に
間
に
合
う
よ
う
時
期
の
選

定
は
４
月
の
雪
で
判
断
す
る
。

四
季
ま
つ
り
事
業

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
役
場

の
職
員
が
数
多
く
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
動
員
さ
れ
て
い
る
。

町
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
す

べ
き
だ
。

実
行
委
員
会
形
式
で
実
施

し
て
い
る
が
、
商
工
観
光

課
の
職
員
が
一
年
中
イ
ベ
ン
ト

に
携
わ
る
と
い
う
の
が
実
態

だ
っ
た
。
そ
の
改
善
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
商
工
観
光
業
の
所
得

向
上
は
、
イ
ベ
ン
ト
一
辺
倒
の

ま
ま
で
は
難
し
い
。
イ
ベ
ン
ト

主
導
型
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、

例
え
ば
滞
在
型
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど
で
収

入
を
上
げ
て
い
く
よ
う
な
形
に

変
え
て
い
き
た
い
。

地
域
産
業
育
成
支
援

小
規
模
事
業
所
が
大
変
な

状
況
に
あ
る
。
町
の
事
業

の
発
注
の
際
は
、
落
札
し
た
業

者
か
ら
下
受
け
や
孫
請
け
ま
で

も
町
内
の
業
者
に
広
が
る
よ
う

支
援
し
て
ほ
し
い
。

み
ど
り
団
地

移
住
、
定
住
、
若
者
定
住

が
６
次
総
の
後
期
の
ま
ち

づ
く
り
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

３
区
画
が
残
っ
て
い
る
が
、
２

期
工
事
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

住
宅
の
ニ
ー
ズ
が
以
前
と

違
っ
て
き
て
い
る
。
単
身

世
帯
や
高
齢
者
一
人
、
二
人
暮

ら
し
向
け
の
住
宅
な
ど
を
希
望

す
る
声
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
早
急
に
結
論
を
出
し
た
い
。

町
道
舗
装
・
補
修
工
事

雪
解
け
の
あ
と
、
道
路
に

穴
が
空
い
た
り
し
て
い
て

危
な
い
。
穴
だ
け
で
な
く
周
り

も
一
緒
に
直
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
。

社
会
資
本
整
備
の
予
算
で

は
、
道
路
の
全
幅
の
補
修

を
一
括
し
て
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。
春
先
も
そ
う
す
る
の
が

望
ま
し
い
が
、
経
費
も
期
間
も

必
要
で
あ
り
、
部
分
的
な
補
修

を
直
営
で
実
施
し
て
い
る
。

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

事
業
な
ど
は
町
内
業
者
に
発
注

す
る
よ
う
要
綱
に
定
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
金
融
懇
談
会
の
下

部
組
織
と
し
て
事
業
承
継
支
援

チ
ー
ム
を
位
置
づ
け
る
よ
う
要

綱
に
定
め
た
。
こ
れ
ま
で
で
き

な
か
っ
た
「
御
用
聞
き
」
的
な

こ
と
を
巡
回
方
式
で
実
施
し
、

様
々
な
補
助
事
業
な
ど
の
手
続

き
ま
で
支
援
す
る
。
こ
の
よ
う

に
事
業
者
を
支
え
る
し
く
み
を

つ
く
っ
て
い
く
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
台
湾
か
ら
の
誘

客
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

法
人
化
の
話
も
あ
る
が
、
町
内

に
２
つ
の
観
光
協
会
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
住
み
分
け
を
き

ち
ん
と
す
べ
き
だ
。

独
立
し
て
の
活
動
は
ま
だ

難
し
い
状
況
だ
。
台
湾
と

の
交
流
が
主
と
い
う
こ
と
で
住

み
分
け
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
誘
客
も
行

な
っ
て
お
り
、
連
携
し
て
相
乗

効
果
の
上
が
る
取
組
み
に
し
た

い
。

手
袋
を
支
給

き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い

ふ
る
さ
と
運
動
に
対
し
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
27
万
９
千
円

を
、
参
加
さ
れ
た
方
に
有
効
に

使
う
方
法
は
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
は
事
務
経
費
に

あ
て
て
い
た
。
31
年
度
は

参
加
者
に
作
業
用
手
袋
を
配
付

し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
具

体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
地
元
の
役
員
と
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
課
所
管

小
学
校
英
語
教
育

小
学
校
に
お
け
る
英
語
教

育
義
務
化
を
見
す
え
た
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

英
語
活
動
指
導
員
の
配
置

な
ど
に
よ
り
西
村
山
や
県

内
で
は
例
の
な
い
充
実
し
た
英

語
教
育
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
る
。
例
え
ば
小
学
１
～
３
年

生
に
つ
い
て
は
全
体
計
画
を
策

定
し
、
見
直
し
を
図
り
な
が
ら

二
次
交
通
確
保

庄
内
空
港
か
ら
の
二
次
交

通
確
保
の
詳
細
は
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
加

え
、
庄
内
空
港
か
ら
レ
ン

タ
カ
ー
で
来
た
場
合
に
宿
泊
料

を
割
引
す
る
と
い
う
も
の
で
、

鶴
岡
駅
か
ら
も
含
め
、
拡
充
で

き
な
い
か
協
議
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
課
所
管

寝
た
き
り
老
人
介
護
者
激
励
金

激
励
金
の
金
額
の
見
直
し

に
つ
い
て
平
成
28
年
度
に

政
策
提
言
し
た
際
、
相
談
す
る

と
の
回
答
だ
っ
た
が
、
一
度
も

話
し
合
い
は
な
か
っ
た
。
そ
の

理
由
は
何
か
。

　

ま
た
、
提
言
で
は
月
５
千
円

で
年
６
万
円
と
し
て
お
り
、

３
万
円
の
根
拠
が
わ
か
ら
な
い
。

対
象
者
や
民
生
児
童
委
員

か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
い
、

月
３
万
円
の
ほ
か
に
、
お
む
つ

代
購
入
補
助
が
月
４
千
円
（
年

４
万
８
千
円
）
で
、
実
質
的
に

取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
情
報

提
供
に
基
づ
き
、
教
職
員
に
よ

る
校
内
研
修
な
ど
を
計
画
的
に

実
施
し
て
い
る
。

部
活
動
指
導
員
の
配
置

新
た
に
配
置
す
る
部
活
動

指
導
員
と
は
、
ど
う
い
う

役
割
を
担
う
の
か
。

顧
問
の
補
助
的
な
立
場
と

し
て
、夕
方
の
２
時
間
ほ

ど
各
部
を
ま
わ
り
、活
動
に
関

す
る
安
全
管
理
を
行
う
。

生
涯
学
習
課
所
管

歴
史
文
化
資
料
館
の
運
営

施
設
の
管
理
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

施
設
は
５
月
か
ら
11
月
ま

で
の
開
設
と
し
、郷
土
史

調
査
員
の
ほ
か
に
受
付
や
清
掃
、

案
内
業
務
を
行
う
管
理
人
を
置

く
。地
元
の
吉
川
区
か
ら
２
人

を
選
出
し
て
も
ら
い
、そ
の
２

人
が
交
代
で
勤
務
す
る
。

年
７
万
８
千
円
の
交
付
と
な
る
。

　

事
前
の
相
談
を
行
わ
な
か
っ

た
点
に
つ
い
て
は
お
詫
び
す
る
。

医
療
的
ケ
ア
児

町
内
に
24
時
間
体
制
で
看

護
の
必
要
な
重
症
ケ
ア
児

が
１
人
い
る
。
町
か
ら
の
独
自

の
補
助
な
ど
は
あ
る
の
か
。

病
院
等
に
通
う
た
め
の
送

迎
等
の
検
討
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
国
の
制
度
に

な
い
部
分
は
独
自
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
対
象
者
の

状
態
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
、
必
要
な
支
援
策
を
検
討
し

て
い
く
。

ケ
ア
ハ
イ
ツ
西
川

施
設
改
修
補
助

町
は
、
い
つ
ま
で
施
設
改

修
補
助
を
行
う
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
改
修
の
状
況

や
今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
の
見
込
み
等
を
ふ
ま
え

る
と
、大
方
の
施
設
改
修
は
済

ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。今
後

の
話
し
合
い
は
必
要
だ
が
、今

答 問問

答答 問

答答答答 問問問問

答答答答 問問問問

答答 問問

答答 問問

　

町
が
旧
西
部
中
体
育
館
を
無

償
譲
渡
し
た
ケ
ー
シ
ー
フ
レ
ー

ム
㈱
の
状
況
に
つ
い
て
、
議
会

は
町
に
何
度
も
報
告
を
求
め
て

い
ま
す
が
、
３
月
の
全
員
協
議

会
で
も
「
進
展
な
し
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
今
後
も
折
を
見
な

が
ら
報
告
を
求
め
ま
す
が
、
現

段
階
で
確
認
し
て
い
る
こ
と
を

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
昨
年
４
月
に
、
債
務
整
理
を

依
頼
さ
れ
た
弁
護
士
の
受
任
通

知
が
届
い
た
と
い
う
情
報
が
金

融
機
関
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
破
産
手
続
き
が
開
始
さ

れ
れ
ば
町
に
も
そ
の
旨
が
通
知

さ
れ
る
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な

い
。

◆
海
味
地
内
の
物
件
（
本
町
と

浜
松
市
が
差
押
え
済
）
が
売
り

に
出
さ
れ
た
。
破
産
手
続
き
の

前
に
資
産
を
処
分
し
よ
う
と
し

て
い
る
と
推
察
し
て
い
る
。

◆
旧
西
部
中
周
辺
の
資
材
等
は

ケ
ー
シ
ー
フ
レ
ー
ム
㈱
の
所
有

で
あ
り
、
町
と
し
て
は
注
視
し

て
い
る
。

◆
町
税
等
の
多
額
の
滞
納
に
関

し
催
告
書
を
送
っ
て
い
る
が
、

納
入
は
一
切
な
い
。

ケ
ー
シ
ー
フ
レ
ー
ム
は

　
　
　
ど
う
な
っ
た
？

▲ 改修予定のケアハイツ西川の厨房
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林
産
物
の
総
合
産
業
化

西
山
杉
利
用
を
は
じ

め
、
広
葉
樹
の
香
水

や
シ
ロ
ッ
プ
づ
く
り
、
漆

工
房
、
紙
漉
き
和
紙
、
木

工
細
工
、
コ
ケ
シ
づ
く
り
、

薬
草
、
山
菜
を
含
め
、
多

く
の
山
の
恵
み
を
生
か
し
、

匠
の
会
や
や
ま
ぢ
か
ら
研

究
会
、
関
係
す
る
方
々
が

連
携
し
、
林
業
を
総
合
産

業
化
す
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

西
川
町
地
域
材
西
山

杉
利
用
促
進
協
議
会

に
お
い
て
、
西
山
杉
を
活

か
し
た
町
づ
く
り
「
木
づ

か
い
の
町
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
な
が
ら
「
西
山
杉

に
よ
る
総
合
産
業
化
」
を

目
指
し
た
検
討
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
。

区
有
林
、
町
営
造
林

を
活
か
せ

町
内
の
各
区
有
林
や

町
営
造
林
は
伐
期
に

達
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

計
画
伐
採
と
再
造
林
を
実

施
し
循
環
型
林
業
に
率
先

し
て
取
り
組
み
、
西
山
杉

の
利
用
促
進
と
各
区
の
収

入
減
の
確
保
な
ど
「
林
業

西
川
の
見
え
る
化
」
が
必

要
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

る
か
。町

と
し
て
経
営
計
画

を
立
て
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。
な
お
、
再
造

林
の
際
は
伐
採
か
ら
植
栽

ま
で
を
一
貫
し
て
行
う

「
皆
伐
一
括
造
林
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

町
長
の
決
意
を

地
域
経
済
の
循
環
を

良
く
し
な
い
と
真
の

元
気
は
出
な
い
。
既
存
企

業
を
含
め
新
た
な
起
業

（
仕
事
づ
く
り
）
を
興
さ

な
い
と
雇
用
拡
大
も
で
き

な
い
し
、
目
標
人
口
５
０

０
０
人
確
保
も
で
き
な
い
。

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。

限
界
集
落
が
出
な
い
よ
う
、

消
滅
市
町
村
に
な
ら
な
い

よ
う
、
持
続
可
能
な
町
を

ど
う
つ
く
る
の
か
町
長
の

決
意
を
お
聞
き
す
る
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
初

心
に
か
え
る
。
元
気
な
町

を
目
指
す
た
め
、
体
や
こ

こ
ろ
の
健
康
の
み
な
ら
ず
、

地
域
、
そ
し
て
「
ま
ち
が

健
康
」
で
あ
る
こ
と
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
町
全
体
の

健
康
を
町
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
考
え
、
住
み
続
け
た

い
「
ま
ち
」
と
し
て
の
価

値
を
高
め
、
町
民
満
足
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
、
全
身
全
霊
で
そ
の

職
責
を
全
う
す
る
。

当
面
の
間
は
必
要
な
い
と

い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の

で
、
設
置
に
向
け
た
対
応

を
行
な
っ
て
い
な
い
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
は
、
今
後
、
木
材
生

産
量
の
拡
大
を
目
指
し
た

取
組
み
で
原
料
の
チ
ッ
プ

の
必
要
量
を
確
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
水
沢
温
泉
館

の
現
在
の
ボ
イ
ラ
ー
は
、

そ
の
更
新
時
期
を
ふ
ま
え

た
導
入
を
考
え
て
い
る
。

　

北
海
道
下
川
町
は
人
口

３
３
４
７
人
の
小
規
模
自

治
体
だ
が
、
「
資
源
あ
る

と
こ
ろ
に
産
業
は
興
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
る
と
こ
ろ

に
産
業
は
興
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
し
て
森
林
資
源

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
活
か

し
て
い
る
。
五
味
温
泉
を

は
じ
め
保
育
所
、
学
校
、

高
齢
者
施
設
、
役
場
庁
舎

な
ど
、
公
的
施
設
の
燃
料

は
木
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切

り
替
え
、
立
派
に
自
立
し

て
い
る
町
で
あ
る
。
本
町

に
も
眠
れ
る
豊
富
な
森
林

資
源
が
あ
り
、
そ
れ
を
活

か
し
た
町
づ
く
り
を
再
考

す
る
た
め
次
の
質
問
を
す

る
。

林
業
振
興
の
課
題
は
何
か

西
山
杉
の
貯
木
場
の

設
置
も
水
沢
温
泉
の

木
質
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
も

で
き
な
い
。
林
業
振
興
が

進
ま
な
い
問
題
や
現
状
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

原
木
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
（
貯
木
場
）
は
、

今
年
度
に
森
林
組
合
か
ら

問

問

答答 問

消
雪
道
路
は
家
屋
が

連
な
っ
て
排
雪
場
所

が
な
い
箇
所
や
幅
員
が
狭

く
機
械
除
雪
が
し
に
く
い

箇
所
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
も
の
と
思
う
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
水

沢
地
内
で
県
管
理
の
国
道

時
代
に
散
水
式
の
消
雪
道

路
が
あ
っ
た
が
、
道
路
に

面
し
た
建
物
が
水
跳
ね
に

よ
っ
て
凍
結
し
た
り
汚
れ

た
り
な
ど
、
様
々
な
理
由

で
廃
止
し
、
機
械
除
雪
に

切
り
替
え
た
例
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

消
雪
道
路
の
整
備
に
は
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

況
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
新
改
革
プ
ラ

ン
の
中
で
も
待
合
室
の
環

境
改
善
等
を
掲
げ
て
お
り
、

さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
い

と
考
え
て
い
る
。

消
雪
道
路

海
味
や
吉
川
の
一
部

は
道
路
の
幅
員
が
狭

く
除
雪
が
大
変
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
た
め
に
消
雪

道
路
を
作
る
べ
き
。
特
に

鶴
岡
市
温
海
地
区
で
実
施

さ
れ
て
い
る
路
面
流
水
消

雪
方
式
を
、
流
雪
溝
の
水

を
利
用
し
て
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

　

今
年
の
冬
に
町
内
を
見

て
回
っ
た
。
町
民
の
方
が

困
っ
て
い
る
こ
と
や
高
齢

者
の
方
が
大
変
な
思
い
を

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
見

え
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
解

決
し
、
町
民
目
線
で
住
み

や
す
い
町
に
す
る
た
め
次

の
３
つ
の
提
案
を
す
る
。

病
院
の
待
合
用
椅
子

町
立
病
院
の
待
合
室

の
椅
子
は
背
も
た
れ

が
低
く
硬
い
の
で
、
特
に

高
齢
者
の
方
は
長
時
間
座

っ
て
い
る
の
が
苦
痛
だ
。

　

バ
ス
の
出
発
ま
で
ど
こ

の
地
区
の
方
も
町
立
病
院

に
い
る
時
間
は
４
時
間
30

分
以
上
も
あ
る
。
既
に
購

入
し
て
か
ら
25
年
た
つ
の

で
座
り
や
す
い
椅
子
に
交

換
す
べ
き
。

病
院
の
資
産
取
得
に

つ
い
て
、
こ
こ
数
年

は
電
子
カ
ル
テ
や
内
視
鏡

等
の
最
先
端
の
医
療
機
器
、

長
年
使
用
し
た
機
器
類
の

更
新
に
費
用
が
か
か
っ
て

お
り
、
椅
子
等
の
更
新
ま

で
予
算
配
分
が
難
し
い
状

課
題
が
数
多
く
あ
り
、
十

分
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

様
々
な
消
雪
の
方
法
は

あ
る
と
思
う
が
、
本
町
の

よ
う
に
一
晩
で
数
十
セ
ン

チ
の
雪
が
積
も
る
よ
う
な

所
で
の
消
雪
道
路
は
非
常

に
困
難
だ
と
考
え
る
。

屋
根
付
き
の
バ
ス
停

雪
や
風
の
強
い
中
、

高
齢
者
の
方
や
子
ど

も
た
ち
が
バ
ス
を
待
つ
の

は
大
変
だ
。
屋
根
付
き
外

壁
あ
り
の
停
留
所
を
作
る

べ
き
。
そ
れ
も
西
山
杉
を

活
用
し
た
停
留
所
を
。

路
線
バ
ス
の
停
留
所

は
１
３
８
箇
所
（
町

内
１
０
１
箇
所
、
町
外
37

箇
所
）
あ
る
。
町
内
の
国

道
沿
い
の
停
留
所
で
屋
根

付
き
の
待
合
室
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
い
る
５
箇
所
の

う
ち
、
西
川
交
流
セ
ン
タ

ー
前
及
び
睦
合
の
停
留
所

は
㈱
ヤ
マ
コ
ー
か
ら
町
に

譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

町
内
路
線
の
停
留
所
で

通
学
な
ど
の
利
用
の
た
め

待
合
室
が
必
要
と
思
わ
れ

る
箇
所
に
は
、
以
前
か
ら

地
域
で
設
置
し
、
管
理
し

て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。
現
段
階
で
新
た
な
設

置
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
、
設
置
を
検
討
す
る

際
に
は
、
そ
の
必
要
性
や

場
所
、
雪
下
ろ
し
や
冬
期

間
の
歩
道
除
雪
、
清
掃
な

ど
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

地
域
と
協
議
の
う
え
対
応

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

考
え
る
。

　

ご
提
案
の
あ
っ
た
西
山

杉
を
利
用
し
た
待
合
室
の

製
作
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
参
考
と
し
て
お
聞
き
し

て
お
く
。

宮林　昌弘　議員林業成長産業化への取組みを強化していきたい町長

森林資源を活かした町づくりを再考すべき
　　　　（北海道下川町に学ぶ）

一 般 質 問

佐藤　耕二　議員

一 般 質 問

町民目線でその意見を反映させるのは町政の基本町長

町民の方に密着した３つの提案 林業
振興提　案

▲

町
立
病
院
待
合
室
の
様
子

▲

雪
に
埋
も
れ
る
バ
ス
停
留
所

▲

寒
河
江
市
内
の
散
水
式
消
雪
道
路

６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

▲ 下川町一の橋地区地域熱供給システムの木質チップボイラー

問 答答

問

答

問答

問

答
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本
町
の
学
校
教
育
目

標
「
ふ
る
さ
と
を
愛

し
、
高
い
志
を
持
ち
、
ぶ

な
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
、

共
に
学
ぶ
子
ど
も
」
の
具

現
化
の
た
め
、
三
つ
の
基

本
方
針
に
よ
り
教
育
実
践

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
保
小
中
一
貫
教
育
の
推

　

進
②
本
町
の
人
・
自
然
・
歴

　

史
・
文
化
等
を
活
か
し

　

た
特
色
あ
る
教
育
活
動

　

の
推
進

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

　

ル
を
核
と
し
た
、
地
域

　

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

　

く
り
の
推
進

　

こ
れ
ら
の
基
本
方
針
と

そ
の
取
組
み
は「
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
心
」を
育
て
、

郷
土
に
対
す
る
誇
り
と
愛

着
が
、将
来
、町
を
担
う
人

耕
作
放
棄
地
対
策

耕
作
放
棄
地
に
な
ら

な
い
よ
う
に
最
も
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
何

か
。
ま
た
、
そ
の
手
立
て

は
何
か
。

農
地
の
実
情
や
今
後

の
農
地
の
維
持
に
つ

い
て
各
地
域
で
話
し
合
い
、

方
向
性
を
し
っ
か
り
と
定

め
る
こ
と
が
重
要
で
、
地

域
農
業
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
町
内
12
地
区
す
べ
て
で

策
定
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
プ
ラ
ン
を
ふ
ま
え
、

農
業
機
械
施
設
整
備
事
業

等
に
よ
る
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
、
多
面
的

機
能
支
払
制
度
な
ど
に
よ

り
、
各
地
域
の
農
地
保
全

の
た
め
の
貴
重
な
財
源
を

確
保
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
８
月
の

豪
雨
災
害
を
受
け
、
災
害

対
策
本
部
設
置
時
の
復
旧

に
か
か
る
地
元
負
担
率
の

軽
減
を
図
っ
た
。

材
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

商
業
の
後
継
者
確
保

後
継
者
が
お
ら
ず
規

模
縮
小
、
廃
業
に
つ

な
が
る
商
業
の
実
態
を
ふ

ま
え
、
ど
う
対
応
す
る
か
。

昨
年
９
月
に
商
工
会

が
実
施
し
た
「
経
営

状
況
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
の
結
果
や
現

状
分
析
に
よ
り
、
全
般
的

に
閉
塞
感
が
漂
い
厳
し
さ

が
増
し
て
い
る
と
理
解
し

た
。
こ
の
意
識
を
上
向
き

に
転
じ
さ
せ
る
取
組
み
が

後
継
者
確
保
に
直
結
す
る

も
の
と
考
え
る
。

　

31
年
度
は
、
こ
れ
ま
で

の
支
援
策
に
加
え
、
事
業

所
の
経
営
状
況
や
今
後
の

成
長
予
測
を
加
味
し
た
県

内
一
の
融
資
制
度
と
し
て

事
業
性
評
価
融
資
制
度
を

創
設
す
る
ほ
か
、
商
工
観

光
相
談
員(

仮
称)

を
県
や

関
係
機
関
と
連
携
し
て
配

置
し
、
事
業
者
や
起
業
者

の
意
欲
を
引
き
出
す
と
と

も
に
、
月
山
ビ
ジ
ネ
ス
や

　

町
の
１
番
の
宝
で
あ
る

月
山
の
通
年
観
光
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
一
人
と

し
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

駐
車
場
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

な
ん
と
か
な
ら
な
い

か
と
言
う
多
く
の
声

を
ど
う
考
え
る
か
。

月
山
の
姥
沢
駐
車
場

か
ら
リ
フ
ト
下
駅
ま

で
の
道
路
の
一
部
が
急
な

上
り
坂
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
は

る
気
塾(

仮
称)

を
商
工
会

と
連
携
し
て
開
催
し
、
や

る
気
の
あ
る
人
材
を
発
掘

し
育
成
す
る
。

農
業
の
後
継
者
確
保

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

農
家
の
回
答
は
「
規

模
を
縮
小
し
た
い
、
農
地

を
貸
し
付
け
た
い
、
や
め

た
い
」
を
合
わ
せ
る
と

37
・
86
％
だ
っ
た
。
後
継

者
の
育
成
が
大
切
と
考
え

る
が
、
ど
う
対
応
す
る
か
。

　

町
内
で
し
っ
か
り
と

農
業
所
得
が
得
ら
れ
、

農
業
で
生
活
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
が
、
新
た
な
農

業
者
の
確
保
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

　

具
体
的
に
は
、
周
年
農

業
モ
デ
ル
の
確
立
や
、
新

た
な
農
業
者
へ
の
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。
特

に
、
農
業
者
に
と
っ
て
何

よ
り
も
必
要
な
農
業
機
械

導
入
へ
の
支
援
と
し
て
、

他
市
町
村
に
例
の
な
い
農

業
機
械
導
入
支
援
事
業
や

リ
ー
ス
事
業
な
ど
へ
の
補

助
の
充
実
を
図
る
。

不
便
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
課
題
を
克
服

で
き
れ
ば
誘
客
数
の
か
な

り
の
増
加
を
期
待
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　

新
年
度
予
算
に
「
月
山

リ
フ
ト
新
設
可
能
性
調
査

委
託
料
」
を
計
上
し
、
実

現
に
向
け
た
取
組
み
を
具

体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
設
置
調
査

よ
り
多
く
の
お
客
様

を
駐
車
場
か
ら
上
駅

ま
で
一
気
に
運
べ
る
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
が
必
要
で
は
。

想
定
す
る
コ
ー
ス
や

乗
員
数
等
で
様
々
な

ケ
ー
ス
が
予
想
さ
れ
、
リ

フ
ト
に
す
る
か
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
に
す
る
か
も
含
め
、

新
設
可
能
性
調
査
を
し
っ

か
り
と
行
う
。

い
る
。
そ
の
ま
ま
推
移
す

る
と
、
総
合
計
画
最
終
年

度
の
35
年
度
に
は
５
０
０

０
人
を
下
回
る
可
能
性
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
や
今

年
度
実
施
し
た
「
町
民
意

識
調
査
」
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
後
期
計
画
で
は
、

「
定
住
人
口
維
持
確
保
」

を
最
重
要
目
標
に
掲
げ
、

各
種
事
業
等
に
よ
る
着
実

な
対
応
を
進
め
る
。

保
小
中
一
貫
教
育

保
小
中
一
貫
教
育
の

目
標
は
、
将
来
の
町

を
担
う
後
継
者
の
確
保
に

も
つ
な
が
る
。
達
成
の
道

筋
を
ど
う
立
て
る
か
。

期
間
の
促
成
栽
培
を
実
施

し
、
販
売
額
１
０
０
０
万

円
を
超
え
て
い
る
。

　

30
年
度
か
ら
は
、
タ
ラ

ノ
メ
の
促
成
栽
培
の
た
め

啓
翁
桜
加
温
施
設
を
活
用

し
た
実
験
栽
培
を
行
な
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
31
年
度
は
、
新

規
就
農
者
が
ハ
ウ
ス
栽
培

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

施
策
と
し
て
新
た
な
予
算

を
計
上
し
て
お
り
、
現
在
、

ト
マ
ト
の
栽
培
を
予
定
し

て
い
る
。

　

各
事
業
分
野
に
お
け
る

後
継
者
の
育
成
確
保
は
、

町
の
存
続
に
も
影
響
す
る

大
切
な
事
項
で
あ
り
、
人

口
減
少
の
問
題
と
合
わ
せ

質
問
す
る
。

　
人
口
減
少
の
抑
制
策

６
次
総
策
定
か
ら
10

年
後
の
人
口
５
０
０

０
人
を
守
る
た
め
の
抑
制

策
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

現
状
の
ま
ま
人
口
が

推
移
し
た
場
合
、
平

成
27
年
10
月
１
日
時
点
に

対
し
、
５
年
後
の
32
年
10

月
１
日
時
点
で
の
人
口
減

少
率
は
11
％
と
予
測
し
て

　

儲
か
る
農
業
で
あ
れ
ば
、

み
ん
な
が
取
り
組
む
と
言

う
声
を
聞
く
。
し
か
し
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
政
下
で

際
限
の
な
い
輸
入
自
由
化

が
進
め
ら
れ
、
離
農
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

大
規
模
化
や
企
業
参
入
を

最
優
先
し
、
農
協
、
農
地

制
度
、
種
子
法
な
ど
諸
制

度
を
破
壊
し
た
。

　

ど
う
し
た
ら
ふ
る
さ
と

を
守
れ
る
か
、
そ
の
打
開

策
を
う
か
が
う
。

ハ
ウ
ス
栽
培

周
年
農
業
と
し
て
啓

翁
桜
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
他
に
ハ
ウ
ス
栽

培
の
取
組
状
況
は
。

平
成
28
年
度
に
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ル
の
促
成

施
設
と
し
て
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
を
増
設
し
、
生
産
の
拡

大
を
図
っ
た
。
販
売
総
額

は
１
０
０
０
万
円
を
超
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
仁
田
山
放
牧
場

の
一
部
を
活
用
し
た
ナ
ナ

カ
マ
ド
の
生
産
振
興
も
冬

問

問問

問

問

問

答答

答答

答答

問問

６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

佐藤　幸吉　議員町民意識調査の結果をふまえ、着実な対応を進める町長

人口減少に歯止めをかけ、後継者の育成を

一 般 質 問

飯野　咲子　議員

一 般 質 問

各地域での話し合いと地域を越えた取組みが重要

実現に向けた取組みを
　　　具体的に進めていく

町長

町長

地域を守っていく有効な手段は

駐車場からリフト下駅
までのアクセスを

諸課題

答 答

周年
農業

通年
観光

▲

ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
の
促
成
施
設

（
熊
野
）

▲

月
山
ペ
ア
リ
フ
ト

6,000
（人）

5,500

5,000

4,500

4,000
H27 H32 H35

町の答弁をもとに作成した
「人口推移の予測」

６次総策定時の推計
※H27はH22国調人口を基に推計

現状の人口減少率のまま
※H27は国調人口
※5年間で 11％減 ( 町の予測 )

5,698

5,183
4,891

4,685

5,016

5,636

▲ 特色ある教育活動の一つ
「ブナの森自然学校」
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の
定
例
会
に
よ
り
関
係
各

課
の
連
携
と
移
住
者
に
対

す
る
相
談
や
支
援
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

山
形
へ
の
移
住
定
住

に
つ
い
て
全
国
的
な

活
動
を
行
な
っ
て
い
る
ヤ

マ
ガ
タ
未
来
ラ
ボ
の
田
中

麻
衣
子
さ
ん
の
研
修
を
３

年
前
に
受
け
た
。
そ
の
時

は
町
職
員
も
一
緒
だ
っ
た

が
、
目
の
前
に
Ｐ
Ｒ
の
窓

口
と
な
り
得
る
活
動
を
し

て
い
る
人
が
い
る
の
に
、

そ
の
後
、
町
は
何
の
フ
ォ

ロ
ー
も
し
て
い
な
い
。

町
の
研
修
の
講
師
を

務
め
て
い
た
だ
い
た

方
と
の
連
携
は
、
ご
指
摘

を
念
頭
に
置
い
て
今
後
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

支
援
制
度
の
充
実

自
然
教
育
学
習
セ
ン

タ
ー
と
里
山
社
会
・

文
化
研
究
所
に
つ
い
て
、

31
年
度
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
予
定
か
。

こ
れ
ま
で
は
塩
素
滅
菌
の

み
の
浄
水
だ
っ
た
が
、
よ

り
一
層
の
安
全
性
の
確
保

の
た
め
浄
水
施
設
の
整
備

を
行
な
っ
て
い
る
。

水
道
法
の
一
部
改
正

水
道
法
が
一
部
改
正

さ
れ
た
。
人
口
減
少

の
中
で
今
後
の
経
営
を
ど

う
考
え
る
か
。

水
道
法
の
一
部
改
正

で
は
大
き
く
次
の
５

点
が
改
正
さ
れ
た
。

①
関
係
者
の
責
務
明
確
化

②
広
域
連
携
推
進

③
適
切
な
資
産
管
理
推
進

④
官
民
連
携
推
進

⑤
指
定
給
水
装
置
工
事
事

　

業
者
制
度
改
善

自
然
教
育
学
習
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、

30
年
度
に
実
施
し
た
モ
デ

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
を

ふ
ま
え
、
31
年
度
に
は
、

地
域
行
事
や
自
然
体
験
な

ど
を
実
施
し
な
が
ら
、
今

後
の
具
体
的
な
対
応
を
検

討
す
る
。

　

里
山
社
会
・
文
化
研
究

所
に
つ
い
て
は
、
町
民
意

識
調
査
結
果
の
研
究
員
に

よ
る
分
析
や
、
西
川
版

「
幸
福
指
標
」
の
創
出
と

併
せ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

わ
か
り
や
す
い
講
座
等
を

開
催
し
、
次
代
を
支
え
る

人
材
育
成
に
つ
な
が
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

中
で
も
④
官
民
連
携
推

進
は
、
施
設
の
所
有
権
を

地
方
公
共
団
体
が
所
有
し

た
ま
ま
、
施
設
の
運
営
権

を
民
間
事
業
者
に
設
定
す

る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
一
般
会
計
か

ら
水
道
事
業
会
計
へ
資
金

を
繰
り
入
れ
て
経
営
し
て

い
る
状
況
だ
が
、
町
民
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水

道
事
業
運
営
の
民
間
委
託

に
は
今
後
も
慎
重
で
あ
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

災
害
対
策
の
人
員
確
保

災
害
に
備
え
た
技
術

者
の
確
保
と
い
う
観

点
で
、
現
在
の
職
員
体
制

に
問
題
は
な
い
か
。

当
課
は
建
設
部
門
な

ど
の
職
員
も
所
属
し

て
お
り
、
技
術
担
当
３
名

が
現
場
に
向
か
っ
て
も
、

そ
の
他
の
職
員
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
災
害
の
規
模
に
も
よ

る
が
、
現
在
の
職
員
体
制

で
特
に
問
題
は
な
い
。

人
材
ネ
ッ
ト
の
利
用

各
地
区
に
町
の
地
域

支
援
職
員
を
派
遣
し

て
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
が
、
国
や
民
間
の
人

材
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
地

域
お
こ
し
の
プ
ロ
の
指
導

者
の
協
力
を
受
け
て
は
ど

う
か
。地

域
支
援
職
員
派
遣

に
よ
り
、
26
年
度
に

は
現
在
の
第
６
次
総
合
計

画
と
一
体
的
に
各
地
区
の

地
域
づ
く
り
計
画
を
策
定

し
た
。
今
般
の
後
期
基
本

計
画
等
で
も
、
各
地
域
づ

く
り
計
画
の
見
直
し
を
行

な
っ
た
。

　

ま
た
、
29
年
度
か
ら
試

行
し
て
い
る
集
落
支
援
員

の
配
置
に
よ
る
地
域
づ
く

り
の
取
組
み
は
、
効
果
等

の
検
証
を
継
続
し
な
が
ら
、

地
域
と
町
の
役
割
分
担
や

財
源
な
ど
、
今
後
の
具
体

的
な
仕
組
み
づ
く
り
の
協

議
と
検
討
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

人
材
ネ
ッ
ト
の
活
用
は

今
後
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

特
産
品
づ
く
り

町
民
は「
水
の
守
り

人
」と
し
て
、日
々

の
生
活
の
中
で
森
、川
、

郷
土
を
護
っ
て
い
る
。「
水

に
こ
だ
わ
っ
た
町
の
特
産

品
づ
く
り
に
力
を
」と
思

う
が
、方
針
は
。

月
山
自
然
水
と
西
川

町
産
の
米
を
セ
ッ
ト

に
し
た
商
品
化
は
、
町
産

の
お
い
し
い
米
は
月
山
自

然
水
で
炊
け
ば
さ
ら
に
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と

な
ど
を
し
っ
か
り
消
費
者

に
伝
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
も
セ
ッ
ト
販
売
を
実
施

し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ

た
方
か
ら
は
水
と
米
そ
れ

ぞ
れ
継
続
的
に
ご
購
入
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
ビ
ー
ル
月
山

も
、
お
い
し
い
水
が
あ
る

と
こ
ろ
に
お
い
し
い
酒
が

あ
り
、
そ
れ
が
地
ビ
ー
ル

月
山
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

強
く
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
商
品

販
売
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
大
事
に
し
て
い
く
。

に
都
会
か
ら
移
住
者
を
家

族
ご
と
呼
び
込
む
た
め
の

施
策
と
地
域
お
こ
し
協
力

隊
事
業
と
を
組
み
合
わ
せ

た
実
践
の
Ｐ
Ｒ
窓
口
を
設

け
ら
れ
な
い
か
。

28
年
度
、
関
係
各
課

に
よ
る
移
住
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
機
能
を
強

化
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
移
住
の
た
め

の
支
援
金
の
交
付
や
空
き

家
等
の
利
用
促
進
に
か
か

る
支
援
な
ど
を
制
度
化
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
元
に

し
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

道
に
改
め
、
現
在
に
至
る
。

　

耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

大
井
沢
地
区
で
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
の
更
新
工
事
を
進

め
て
い
る
。

今
後
、
水
道
料
金
、

水
質
の
問
題
は
。

本
町
の
水
道
料
金
は

西
村
山
郡
内
で
も
中

位
く
ら
い
に
あ
る
。
水
道

事
業
は
公
営
企
業
と
し
て

運
営
し
て
お
り
、
特
に
上

水
道
と
簡
易
水
道
と
の
合

併
後
は
支
出
に
見
合
う
よ

う
な
収
入
に
な
ら
ず
、
29

年
度
実
績
で
１
５
０
０
万

円
ほ
ど
一
般
会
計
か
ら
繰

入
れ
た
。
今
後
の
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
湧
水
が
主
な
水

源
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

　

町
は
、
後
期
計
画
に
よ

り
平
成
35
年
ま
で
に
人
口

５
０
０
０
人
を
割
ら
な
い

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る

が
、
31
年
度
は
ど
の
よ
う

な
取
組
み
を
実
施
す
る
の

か
。

実
践
型
Ｐ
Ｒ
窓
口

高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
や
二
人
暮
ら
し
の

家
庭
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、

空
き
家
も
同
じ
く
増
え
て

い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
町
独
自
の
空
き
家
対
策

事
業
と
子
育
て
支
援
事
業

と
を
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら

　

本
町
は
水
を
シ
ン
ボ
ル

に
「
自
然
と
共
存
す
る

郷
」
と
し
て
、
独
自
の
排

水
規
制
や
河
川
等
の
一
斉

清
掃
、
西
川
小
４
年
生
に

よ
る
「
水
源
地
宣
言
」
な

ど
、
自
主
的
水
質
保
全
の

取
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。

町
民
の
生
活
に
重
要
な

「
安
全
・
安
心
・
持
続
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
水
道
事

業
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

西
川
町
の
水
道

町
の
水
道
建
設
と
事

業
の
経
過
は
。

昭
和
40
年
に
鶴
部
飲

料
水
供
給
施
設
を
整

備
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

飲
料
水
供
給
施
設
や
簡
易

水
道
、
広
域
簡
易
水
道
を

整
備
し
て
き
た
。
平
成
４

年
の
中
岫
飲
料
水
供
給
施

設
第
１
期
拡
張
工
事
を
も

っ
て
、
町
内
に
お
け
る
一

連
の
整
備
が
終
了
し
た
。

　

さ
ら
に
、
水
道
の
近
代

化
を
図
る
た
め
中
央
監
視

装
置
を
導
入
し
、
広
域
簡

易
水
道
か
ら
西
川
町
上
水

問 問

問問

問問問

問問

答答

答

答

答答

答 答

問

６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

奥山　敏行　議員
産業振興、生活環境対策、地域づくりと
　　　人材育成に関する施策・事業を推進する町長

第６次総合後期計画について
人口5000人を割らない対策を

一 般 質 問

大泉　奈美　議員

一 般 質 問

今後も町として施設整備や更新などに取り組む町長

元気な
まちづくり

▲ ヤマガタ未来ラボによる
　「IJUターンとなりわいの勉強会」の様子

▲ 岩根沢紫外線処理(浄水)施設

町の水道事業の経営と
　　　　　　安全性について水 道

答

▲

大
井
沢
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
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議
員
の
な
り
手
確
保
対
策
の

検
討
に
つ
い
て
は
、
議
会
だ
よ

り
第
１
０
４
号
（
18
～
19
ペ
ー

ジ
）
に
そ
の
検
討
状
況
な
ど
を

掲
載
し
、
議
員
間
や
各
種
団
体

と
の
意
見
交
換
の
中
で
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
全
議
員
に
よ
る
議

会
活
性
化
議
員
懇
談
会
の
中
で

具
体
的
な
協
議
を
進
め
、
30
年

12
月
に
検
討
結
果
の
取
り
ま
と

め
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
上
記
の
表
の
と

お
り
で
す
が
、
い
ず
れ
も
す
ぐ

に
効
果
の
望
め
る
も
の
で
は
な

く
、
今
後
も
具
体
的
な
研
究
や

協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
今
後
も
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
が
必
要
で
す
。

　

４
月
21
日
執
行
の
町
議
会
議

員
選
挙
に
よ
り
、
新
た
な
時
代

「
令
和
」
に
踏
み
出
す
議
員
が

決
定
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
西

川
町
を
支
え
て
い
く
議
会
の
あ

り
方
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
！

議
員
の
な
り
手
確
保
対
策
検
討
報
告

「
令
和
」に
踏
み
出
す
議
会
の
取
組
み

町の取組みを今後も検証

　

２
月
22
日
、
町
議
会
議
員

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
元
三
重
県
知
事

で
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
の

北
川
正ま

さ
や
す恭
氏
を
講
師
に
迎

え
、
今
後
の
地
方
議
会
と
し

て
進
む
べ
き
方
向
性
な
ど
を

示
唆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
北
川
氏
は
、

二
元
代
表
制
の
も
と
、
議
員

の
総
体
で
あ
る
議
会
と
し
て

の
活
動
も
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ

た
議
員
間
討
議
の
必
要
性

や
、
議
会
が
自
己
責
任
の
も

と
で
自
己
決
定
を
行
う
上

で
、
事
務
局
と
一
体
に
な
っ

た
「
チ
ー
ム
議
会
」
で
取
り

組
む
こ
と
の
意
義
や
重
要
性

に
つい
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
取
り
組
ん

研
修
の
成
果
を
議
会
活
動
に
つ
な
げ
よ
う
！▲北川正恭氏を囲んで

▲北川正恭氏 西
川
町
議
会
議
員
研
修
会

　３月７日に開催した各常任委員会では、昨年12月に提出
した行政評価（事務事業評価）や政策提言に対する町の回
答をそれぞれ確認しました。その内容は以下のとおりで、今
後の常任委員会活動の中で検証等を進めて行く予定です。

テーマ 町の回答（抜粋） 議会の考え方

里山社会・
文化研究所
設置運営事業

・平成 31 年度末を目標に、西川版「幸福
　指標」を作成し、報告する。
・今後の事業及び組織体制等も検討する。

「幸福指標」を今後のまちづくりにどのよ
うに活用するのか。事業の目的達成のため
の組織体制作りを検討すべきだ。

西川の
まちづくり
応援団

・ふるさと納税者や県内在住の町出身者に
　もＰＲを行う。
・町民の理解が得られるよう事業を継続し、
　交流を推進する。
・誘客支援事業は見直しを進める。

マンネリ化した事業への具体的な対応策が
見えない。応援団が独自に町を応援する事
業への支援とはどのようなものか。
応援団員を町内への移住対象者として捉え、
積極的なＰＲを展開すべきだ。

西川町シルバー
人材センター

・センターとともに積極的な取組みを進め、
　受託業務料 5000 万円の目標達成に向け、
　業務の拡大と開拓を図る。

町全体でシルバー人材センターの活用を検
討し、受託事業の拡大を支援すべきだ。

西山杉の
利活用推進

・製品とのふれあい生活導入、職人の誘致
　と育成等は今後検討を進める。棺は検討
　したことがあり、問題が多く断念した。
・木質バイオマスは安定的な運用のため総
　合的な経費検討をした上で導入を考る。

検討するという回答を得たが、その検討の
先に何かを実施するという前向きな姿勢が
感じられない。全てにおいて前に踏み切れ
ないように見えるのは、町長の決断が足り
ないからではないのか。

テーマ 上段：検討結果／下段：今後の対応

議員後継者育成
中学生対象の模擬議会を開催する。
平成 31 年度実施予定

議会への無関心
①「対話の集い」で議員の役割や活動内容などを説明する。
②防災行政無線で議会開催と傍聴を呼びかける。
①平成 30 年度から実施、継続　②平成 31 年度実施検討

議員報酬の見直し
①議会の役割、議員の活動内容に町民の理解を得ることが必要。
②客観的な立場から特別職報酬審議会による検討を依頼する。
①今後も検討継続　　②町に要望済み、今後も検討継続

各種手当等の創設
全国的にも例が少なく具体的な内容の検討が必要である。
検討継続

選挙運動に関する
申し合わせ

（費用のかからない、立

　候補しやすい環境整備）

公職選挙法に則った選挙運動活動が原則であり、申し合わ
せに強制力はない。

立候補者同士の話し合いによる

立候補者全員での
政策発表会の開催

選挙期間が短い町議会議員選挙では困難である。
なし

総務省が示した
議会のあり方への対応

県や全国の町村議会議長会として取り組んでいる。
西川町議会としても要望していく。

テーマ 町の回答（抜粋） 議会の考え方

民生委員推薦会に
要する経費

民生委員法の規定や町推薦会規則等に基づ
き、さらに趣旨及び対応の徹底を図る。

地区で推薦する場合のマニュアルを作成し
十分な協議の上で、町の推薦会に諮ること
を徹底すべきだ。

ブライダル
サポート事業

関係機関と連携協力し、継続的に出会いの
場や機会の創出を図るとともに、町民あげ
ての機運づくりに取り組む。

自分力 up の事業とはどのようなものか。
実績につながる企画を期待したい。企業(事
業所 ) での出会いの場の支援やイベントの
開催等が必要ではないか。

松ヶ沢堆積場
管理事業

早期完了及び完了後の維持管理の対応に向
け、国や県などに継続して要望する。

早期完了に向け、国や県に積極的な働きか
けを行うべきだ。

仁田山放牧場
運営費

畜産クラスター協議会の事業により畜産振
興のみならず町全体の産業振興を図る。仁
田山放牧場は継続して運営を行う。

一企業を中核に据えた同協議会に対し確か
に期待する部分はあるが、想定する効果な
どに疑問も残る。民営化も視野に入れた経
営見直しが必要ではないか。

教育旅行
拡充推進事業

受入体制の強化や小規模校への呼びかけ、
ターゲットの拡充を行う。

事業を進める上で最も重要な受入体制をど
のように強化するのか。また、教育旅行の
ニーズをきちんと捉えているのか。

寒河江ダム関係
に要する経費

水の文化館を月山湖周辺の情報拠点として
対応を進める。ダム周辺施設は関係機関と
整備内容等の調整を進める。

町の回答を文字どおりに受け取れない。水
の文化館は既に本来の姿を失っており迅速
な対応が必要だ。

政策提言

【検討結果の一覧（抜粋）】

行政評価【事務事業評価】

（政策提言の内容は議会だより第 107 号 12 ～ 13 ページを参照してください）

（行政評価の内容は議会だより第 107 号 14 ～ 15 ページを参照してください）

で
い
る
「
事
務
事
業
評
価
」

や
「
政
策
提
言
」、「
町
民

と
議
会
の
対
話
の
集
い
」
に

つ
い
て
は
一
定
の
評
価
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
取
組
み

に
対
し
て
大
き
な
期
待
を

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
ふ
ま
え
、

３
月
の
町
議
会
第
１
回
定
例

会
で
は
、
政
策
提
言
と
事
務

事
業
評
価
に
対
す
る
町
か
ら

の
回
答
を
担
当
の
常
任
委
員

会
で
確
認
し
、
今
後
の
対
応

を
協
議
し
た
上
で
、
本
会
議

で
の
審
議
の
際
の
質
問
に
つ

な
げ
る
な
ど
、
さ
っ
そ
く
研

修
の
成
果
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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議
会
全
員
協
議
会

■
２
月
18
日　

平
成
31
年
度
予
算
案
内
示
ほ
か

■
３
月
６
日　

第
６
次
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画(

案)

■
３
月
７
日　

町
民
意
識
調
査
の
報
告
ほ
か

議
会
運
営
委
員
会

■
２
月
18
日　

第
１
回
定
例
会
の
運
営

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
１
月
24
日　

事
務
調
査「
西
川
小
学
校
及
び
図
書
館
の
運
営
状
況
」

　
　
　
　
　
　

ほ
か

■
３
月
７
日　

政
策
提
言
等
に
対
す
る
町
の
回
答
の
確
認
ほ
か

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
３
月
７
日　

政
策
提
言
等
に
対
す
る
町
の
回
答
の
確
認
ほ
か

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
３
月
６
日　

編
集
会
議

■
３
月
19
日　

入
稿
前
編
集
会
議

■
３
月
26
日　

第
１
回
校
正

■
３
月
29
日　

第
２
回
校
正・文
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導

■
４
月
４
日　

第
３
回
校
正

■
４
月
８
日　

第
４
回
校
正
、校
了

そ
の
他

■
２
月
22
日　

西
川
町
議
会
議
員
研
修
会

議議
会会
のの
動動
きき

タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
文
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指

摘
な
ど
を
き
ち
ん
と
受
け
止

め
、町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
手

に
取
って
も
ら
う
、ペ
ー
ジ
を
開

い
て
も
ら
う
、見
て
も
ら
う
、

読
ん
で
も
ら
う
、そ
ん
な
工
夫

を
凝
ら
し
た
編
集
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
入
選
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、こ
れ
か
ら
も
町
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ

る
広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
。

～
審
査
員
の
講
評
～
（
抜
粋
）

✿
３
セ
ク
の
経
営
状
況
の
報

告
な
ど
、
町
民
が
知
り
た
い

で
あ
ろ
う
こ
と
や
議
会
と
し

て
の
考
え
が
わ
か
り
や
す
く

記
載
さ
れ
て
い
る
。

✿
全
体
的
に
落
ち
着
い
た
紙

面
構
成
。
奇
を
て
ら
わ
ず
に

必
要
な
要
素
を
き
ち
ん
と
盛

り
込
ん
で
お
り
、
好
感
が
持

て
る
。
議
会
だ
よ
り
に
求
め

ら
れ
る
内
容
に
つ
い
て
、
議

員
同
士
が
き
ち
ん
と
理
解
・

共
有
し
、
紙
面
化
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

✿
裏
表
紙
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

大
き
く
乗
せ
、
議
会
の
Ｈ
Ｐ

へ
誘
導
し
て
い
る
の
は
良
い
。

　

西
川
町
議
会
だ
よ
り
第

１
０
５
号
が
、第
24
回
山
形
県

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に

入
選
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、読
者
モ
ニ

　

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
本
町
議
会

議
員
３
名
の
方
々
に
、
こ
の
度
、

自
治
功
労
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

古
澤　

俊
一
さ
ん（
沼
の
平
）

【
議
員
在
職
15
年
以
上
】

宮
林　

昌
弘
さ
ん
（
月
岡
）

【
議
員
在
職
11
年
以
上
】

青
山　

知
教
さ
ん
（
吉
川
）

【
議
員
在
職
11
年
以
上
】

４
年
ぶ
り
の

　

 　
★
入
選　

三
川
町
議
会

　
　
　
　
　
　

西
川
町
議
会

　
　
　
　
　
　

河
北
町
議
会

審査結果

入選

～議会だより１０７号の
               アンケートより～

　知りたい! 聞きたい!

H.G さん

K.K さん

　読者モニターの広場
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

▲議長、副議長と広報公聴常任委員

議会全員協議会の「西川学園構想策定」とは？

啓翁桜議会はニュースなどにも取り上げられ、話題性があったと思う。ただ、町民
としては啓翁桜に対する認知度や関心が低いのではないかと思う。

路線バスの土・日・祝日の運行の本数も、時間帯も考え直してほしい。
利用している方への調査をしてもらいたい。

読者モニターの広場は、他のモニターさんが、どのようなこと
に関心があるのかを知ることができ参考になります。

モニターになって議会だよりをすみずみまで読むようになり、町でやっていることっ
て、他の市町村で成功したものを西川町でも…のようになっていると感じている。
せっかく視察に行ったのなら、事業を真似するのではなく、「実行力（実現力）」を
真似てほしい。

おっしゃるとおりです。議会としても町民の皆さまからもっと知っていただくという
点では、ＰＲの仕方に再考が必要と考えています。

掲載の意図をご理解いただきうれしく思います。貴重なご意見をこれ
からも掲載していきますので、よろしくお願いいたします。

ご指摘のとおりかと思います。全国の自治体が、成功例があればそこへ行って勉強し、
自分の自治体で実行を目指すのは珍しくありません。それでもうまくいくかどうかの
保証はないというのもまた事実です。今回の視察では、下川町の取組みに大きな刺激
を受け、本町においても大きな決断により前に進むべきと考えています。

西川町議会では 10 人の町民の皆さまに議会だよりの読者モニターをお願いし
ています。アンケートにより寄せられたご質問やご意見には、きちんとお答え
するよう心がけています。読者モニター以外の方でも、議会や議会だよりにつ
いて「知りたい！聞きたい！」という場合は、お気軽にお問い合わせください。

西川町保小中一貫教育「西川学園」という、保育園も含めた今後の町の教育の
方向性を示す構想で、議会全員協議会で説明を受けました。３月の全員協議会
に最終案が出され、その内容を了承したところです。教育委員会によると、具
体的な方法は未定ですが、町民の皆さまにお知らせする予定とのことでした。

ファクシミリ　７４－２６０１
メール　giji@town.nishikawa.yamagata.jp

ご感想を

お寄せくだ
さい

M.T さん

W.N さん

H.T さん

西川町議会だより読者モニターの皆さまからたくさんのご意見などが寄せられました。
その中のいくつかを広報公聴常任委員からの回答とともに紹介します。

利用実態に伴う様々な課題があるものと思われます。議会としても町民の方々のご意
見をうかがいながら町に対し意見を述べていきたいと思います。
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発
行

／
山

形
県

西
村

山
郡

西
川

町
議

会
　

編
集

／
広

報
公

聴
常

任
委

員
会

　
　

　
　

〒
990-0792　

山
形

県
西

村
山

郡
西

川
町

大
字

海
味

510　
TEL 0237-74-5055　

FAX 0237-74-2601　
印

刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

平
成

31年
４月

1５日
発

行
108号

次回定例会は
6月です

皆さん傍聴して
みませんか

（６月3日～１２日の予定）

パソコンのインターネット
でもご覧いただけます

議会へのおさそい

　

亥
年
は
、
過
去
の
歴
史
か
ら
見

て
も
大
き
く
変
革
す
る
年
で
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。

　

今
上
天
皇
が
４
月
30
日
に
御
退

位
さ
れ
、
30
年
続
い
て
き
た
平
成

の
元
号
が
、
５
月
１
日
か
ら
新
元

号
「
令
和
」
に
代
わ
る
こ
と
が
決

ま
り
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
の

年
に
な
り
ま
す
。

　

西
川
町
も
昭
和
29
年
に
４
ヶ
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
て
か
ら
65
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
町
の
第
６
次
総
合
計
画
に
基

づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
も
後
半
期
に

入
り
ま
し
た
。
町
の
生
残
り
を
賭

け
、
持
続
可
能
な
町
を
め
ざ
し
て
、

本
気
で
、
本
腰
を
入
れ
て
、
町
や

地
域
、
町
民
が
役
割
分
担
し
、
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
で
町
民
も
地
域
経
済
も
元
気

に
な
り
ま
す
。

　

確
実
に
前
進
す
る
亥
年
に
な
る

よ
う
に
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
宮
林　

昌
弘
）

　

今
回
の
表
紙
は
、
４
月
６
日

に
開
催
さ
れ
た
西
川
小
学
校
の

入
学
式
の
様
子
で
す
。
今
年
度

は
27
人
の
元
気
な
新
入
生
が
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

上
級
生
や
先
生
方
な
ど
に
大

き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
入
場

の
際
は
、
み
な
緊
張
の
面
持
ち

で
し
た
が
、
式
が
進
む
に
つ
れ

て
笑
顔
も
増
え
、
先
生
の
呼
び

か
け
に
も
「
ハ
イ
！
」
と
大
き

な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

※上記QRコードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

編
　後
　集
　記

▲凛々しき若者たち
▲

笑
顔
と
笑
顔

▲

感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に

▲

今
、
旅
立
ち
の
と
き

▲

新
し
い
時
代
へ

卒業式
西川中学校
第１7回 卒業式

西川小学校
第7回

▲未来をみつめて

「
元
気
な
子
ど
も
た
ち
」

　
　
　
　
　

シ
リ
ー
ズ 

8

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》　
　

　
　

議　
　

長　

伊
藤　

哲
治

《
編
集
委
員
》　
　
　
　
　
　

　
　

委
員
長　

大
江　

広
康

　
　

副
委
員
長　

飯
野　

咲
子

　
　

委　
　

員　

宮
林　

昌
弘

　
　

委　
　

員　

佐
藤　

幸
吉

　
　

委　
　

員　

大
泉　

奈
美


